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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

CO2 資源化反応の高選択性実現のため、異種元素複合触媒の合成を開始する。元素レベ

ル・ナノレベルで異種元素を複合した触媒を開発し、2020 年度末までに最適組成を決定す

る。また、電気化学反応過程でのオペランド赤外分光による中間吸着体分析システムを構築

する。2019 年度にて、日本側はワークパッケージ１（CO2還元の選択性を高めるため、ナ

ノレベルで混合した異種材料組成の最適化をおこない、その高選択性のメカニズムについて、

オペランド分光法等を駆使して明らかにする）を推進し、最終年度となる 2021 年度に予定

しているワークパッケージ３（システム化）に向けた触媒組成を決定する。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

銅・亜鉛合金ナノ粒子をコートした電極において、二酸化炭素を還元しギ酸生成への高

い選択性を示すことを明らかにした。 

また、硫化物の組成検討に関しては、鉄のみを含む硫化物よりも鉄とニッケルを複合化

した材料が高い電気化学的二酸化炭素還元活性を示した。また、電解質にアミノ酸様分子

を添加することで、さらに活性が向上することを明らかにした。 

 

次年度以降、中国側で推進するナノ先鋭構造を日本側で開発した組成物に適用し、高選

択性、高性能な CO2還元システムの構築を検討する。 

 

 


